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来
年
４
月
入
園
の
園
児
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。 

 

町
立
幼
稚
園 

▼
対
象
幼
児 

　
平
成
20
年
４
月
１
日
時
点
で
、
大

磯
町
に
住
所
を
有
す
る（
ま
た
は
、

予
定
の
あ
る
）平
成
14
年
４
月
２
日

〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
３

歳
児
・
４
歳
児
・
５
歳
児 

▼
募
集
要
項
・
願
書
の
配
布 

　
10
月
15
日（
月
）か
ら
各
幼
稚
園
で

配
布 

▼
願
書
の
受
付 

　
11
月
１
日（
木
）、
２
日（
金
）、
５

日（
月
）〜
７
日（
水
）の
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
に
各
幼
稚
園
で
受
付 

▼
入
園
料
・
保
育
料 

　
入
園
料
　
　
　
５
，０
０
０
円 

　
保
育
料
月
額
　
８
，５
０
０
円 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
大
磯
幼
稚
園
　
☎
（
61
）０
５
０
５ 

・
小
磯
幼
稚
園
　
☎
（
61
）４
０
９
３ 

・
国
府
幼
稚
園
　
☎
（
71
）０
５
４
９ 

・
月
京
幼
稚
園
　
☎
（
71
）３
０
５
０ 

 

私
立
幼
稚
園 

　
募
集
要
項
の
配
布
は
10
月
15
日 

（
月
）か
ら
、
願
書
の
受
付
は
11
月
１

日（
木
）か
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
各
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
県
学
事
振

興
課
　
☎
045（
210
）３
７
６
８ 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
実
施
中 

        

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
地
域
に
生

ま
れ
た
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
な
が
ら
絵

本
を
手
渡
す
運
動
で
す
。 

　
町
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
る「
４
か
月
児
健
診
」終
了
後
に
、

受
診
者
全
員
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
８
月
か
ら
開
始
し
、
今
ま

で
に
約
200
人
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を

手
渡
し
ま
し
た
。 

　
時
間
は
、
10
分
程
度
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
赤
ち

ゃ
ん
に
絵
本
を
読
み
ま
す
。
す
る
と
、

赤
ち
ゃ
ん
は
き
ゃ
っ
き
ゃ
っ
と
笑
っ

た
り
、
絵
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
り
、

様
々
な
反
応
を
見
せ
ま
す
。
そ
の
反

応
を
見
て『
ぴ
ょ
ー
ん
』ほ
か
２
冊
か

ら
お
気
に
入
り
の
一
冊
を
決
め
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
し
て
図
書
館
の
利
用

案
内
を
行
い
、
貸
出
券
の
発
行（
そ

の
場
で
借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

後
、
絵
本
一
冊
と
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
が

入
っ
た
布
製
の
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。 

　
絵
本
を
通
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
が
よ
り
豊
か
な
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

町

史

は

今

…

⑩

 
 

　
平
成
３
年
度
か
ら
開
始
し
た
町
史

編
さ
ん
事
業
は
『
町
史
』
と
は
別
に

『
大
磯
町
史
研
究
』を
刊
行
し
執
筆
過

程
に
お
い
て
生
じ
た
調
査
報
告
や
研

究
論
文
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
そ
の『
町
史
研
究
』の
中
か
ら
大

磯
を
特
徴
付
け
る「
別
荘
」に
関
す
る

論
文
を
紹
介
し
ま
す
。 

 「
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
大
磯

町
別
荘
所
有
者
の
特
徴
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
哲
也
著 

　
大
磯
は
夏
季
の
避
暑
、
冬
季
の
避

寒
に
も
好
適
地
で
あ
っ
た
た
め
、
鉄

道
が
開
通
し
た
明
治
20
年
代
以
降
に

は
別
荘
が
盛
ん
に
建
設
さ
れ
て
い
っ

た
。
別
荘
所
有
者
の
居
住
分
布
と
時

代
に
よ
る
変
遷
を
ま
と
め
る
。 

 「
別
荘
地
内
出
土
の
汽
車
土
瓶
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
見
徹
著 

　
明
治
か
ら
始
ま
る
鉄
道
網
の
整
備

に
伴
い
、
駅
構
内
で
は
弁
当
や
お
茶

が
販
売
さ
れ
始
め
る
。
当
時
、
茶
の

容
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
が「
汽

車
土
瓶
」で
あ
る
。
旧
別
荘
敷
地
内

（
神
明
前
遺
跡
）か
ら
出
土
し
た
近
代

の
特
徴
的
な
遺
物「
汽
車
土
瓶
」に
つ

い
て
述
べ
る
。 

（『
大
磯
町
史
研
究
』第
５
号 

所
収
） 

 「
新
館
建
築
前
後
の
三
井
城
山
荘

三
井
に
み
る
「
財
閥
転
向
」
過
程

の
一
齣
」
　
　
　
　
　 

松
元
宏
著 

　
県
立
城
山
公
園
の
地
に
か
つ
て
三

井
総
領
家
、
三
井
八
郎
右
衛
門
高
棟

の
別
荘「
城
山
荘
」が
あ
っ
た
。
主
に

新
館
着
工
か
ら
落
成
ま
で
の
様
相
に

つ
い
て
述
べ
る
。（『
大
磯
町
史
研
究
』

第
８
号
所
収
） 

 「
大
磯
町
に
お
け
る
別
荘
と
地
域

社
会
　
別
荘
所
有
者
の
記
憶
を
通

し
て
」
　
　
　
　
　
八
田
恵
子
著 

　
別
荘
が
大
磯
社
会
に
ど
の
よ
う
な

地
位
を
占
め
て
い
た
の
か
、
元
別
荘

族
３
家
、
４
氏
に
行
っ
た
聞
き
取
り

調
査
を
も
と
に
、
大
磯
で
の
別
荘
生

活
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
探
る
。 

「
別
荘
と
道
」　
　
　
　
飯
田
善
雄
著 

　
明
治
・
大
正
に
か
け
て
政
財
界
・

文
化
人
が
相
次
い
で
別
荘
を
構
え

た
。
し
か
し
、
急
増
す
る
別
荘
に
対

応
す
る
道
路
整
備
が
間
に
合
わ
な

い
。
町
は
寄
付
等
を
つ
の
り
対
応
を

行
っ
た
。
資
料
、
聞
き
取
り
を
も
と

に
述
べ
る
。
ま
た
、
三
井
財
閥
所
有

で
あ
っ
た
国
宝
茶
室「
如
庵
」移
築
に

も
ふ
れ
る
。 

（『
大
磯
町
史
研
究
』第
11
号
所
収
） 

 

▼
価
格
　
５
・
８
・
11
巻
　
各
600
円 

▼
購
入
方
法
　
図
書
館
、
郷
土
資
料

館
、
役
場
町
民
課
、
国
府
支
所
、

書
店
組
合
加
盟
の
町
内
書
店
に
て

販
売
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
図
書
館
　
☎
（
61
）３
０
０
２ 

  

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

◎
小
磯
ハ
ウ
ス
草
木
染
展 

▼
と
き
　
10
月
14
日（
日
）午
後
１
時

〜
21
日（
日
）　
平
日
は
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
６
時
50
分
、
土
・
日

は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
50

分 

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
町
立
図
書
館
２
階

ロ
ビ
ー 

▼
内
容
　
草
木
染
の
作
品
　
　 

 
◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
小
磯
ハ
ウ
ス
　
☎
（
61
）１
３
７
６ 

た
か
み
ね 

ひ
と
こ
ま 

▲明治３２～４３年　滄浪閣 
（図書館所蔵絵葉書） 


